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初めて来院される方も安心できるよう、スタッフ一同きめ細やかな対応を心掛けています。

1階エントランスホール受付に 医療コンシェルジュが加わりました！
　昨年10月から、平日の午前中（午前8時30分～11時）に医療コンシェルジュ(総合案内
係）を配置し、受診時の手続き方法や院内フロア案内等を行っています。地域連携室の職
員、受付ボランティアと協力し、患者さんからの様々なご質問やご相談に応じられる体制
を整えています。気軽にお声をかけてください。

紺色の制服とスカーフを着用しています。

身体の不自由な方の介助等も行います。
ピンクのエプロンが目印です♪　私たちもエントランスホールにいます。

医療コンシェルジュ

受付ボランティア医療・看護についての相談は
地域連携室へ

来院されるす
べての皆さまを笑顔でお出迎えします
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　職員の能力向上とリフレッシュを目的に、毎年全職員
を対象とした研修を実施しています。
　今年は元吉本芸人で放送作家のＷマコトの2人をお招
きし、“笑いの現場から学ぶ！最強医療コミュニケー
ション「なんでやねん力」”と題して昨年10月14日に
講演会を開催しました。
　｢なんでやねん力」とは、あらゆる物事に「なぜ？な
んで？」と疑問を抱くことで周囲と問題意識を共有し、
質の高い仕事につなげていくというもので、コミュニケーションの大切さを再認識する良い機
会となりました。また、人を喜ばせ楽しませる笑いの力を活用した、医療現場で実践できるコ
ミュニケーション術を解りやすく教えていただきました。
　講演会は漫才形式で進行され、笑いの絶えないひとときでありながら、多くを学ぶことがで
きました。
　今後も研修のより一層の充実を図り、職員の資質向上を目指します。　　  〈職員研修委員会〉

　近年、心筋梗塞や脳動脈瘤
りゅう

などに代表される血管内の病気
に対して、カテーテルといわれる医療用の細い管とＸ線によ
る透視を利用した血管内治療が盛んに行われています。この
時に用いるＸ線の量は必要最低限にしなければなりません。
　中央放射線科では、日常の装置管理や撮影条件の最適化、
スタッフの教育などを適切に行い、血管撮影室内における被
ばくの低減に努めています。
　こうした努力や工夫が、昨年10月に専門機関（全国循環器撮影研究会）により評価され、被
ばく線量低減推進施設に認定されました。今後とも患者さんにより安全で、より精度の高い検
査を提供できるよう努めていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈中央放射線科〉

　昨年9月より新たに超音波診断装置（東芝メディカルシステムズ社製 
Aplio500）が稼働いたしました。
　この装置は、従来の装置より鮮明な画像を得ることができるのはも
ちろんのこと、SMI（比較的遅い血流を表示できる）やエラストグラ
フィ(組織の硬さを色で表現する技術)、シェアウェーブ（臓器の硬さ
を数値で表すことができる機能）といった新機能を持ち、今まで以上
に診断の幅が広がります。　　　　　　　　　　　　  〈中央放射線科〉

コミュニケーション能力向上に向けて職員研修を実施しました

被ばく線量低減推進施設の認定を取得しました

最新鋭超音波診断装置を導入しました
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年1月20日現在

診療科 《 部 長 名 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）
内 科

初診
中田 山本 渡部 古橋 赤嶺
山城 遣田 木下 藤本 庄司

（代謝一般内科）《藤井常宏》 藤井 谷口 藤井 山城 水曜日の谷口医師は午後予約のみ
（代謝一般内科）《 石 澤　 将 》 瀧／比企 石澤 石澤 瀧 石澤 月曜日の瀧医師は午前、比企医師は午後
（呼吸器内科）《木村哲夫》 木村 木村 木村 木村 伊藤
（ 腎 臓 内 科 ）《笠井健司》 高橋 笠井 山本 高橋 笠井
（消化器内科）《鳥巣勇一》 梶原 古橋 鳥巣 中野 鳥巣
（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 森田 河野 河野 河野
精 神 神 経 科 《外岡雄二》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》
循 環 器 科 初診 阪本 阪本 阿部 木下／銭谷 金曜の木下医師は奇数週、銭谷医師は偶数週

（循環器内科）《阪本宏志》 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで
阿部 銭谷 阪本

（心臓血管外科）《織井恒安》 織井
小 児 科 千葉 千葉 玉利 木下

日馬 山田 日馬 日馬 山田
秋山 木下 木下 秋山 秋山

外 科 《梶本徹也》 初診 谷田部 阿部 熊谷 浮池 坪井 初診担当医師は変更する事があります
坪井 熊谷 梶本 北川 良元
浮池 道躰 谷田部 阿部 道躰
原田 良元 柏木 坪井 柏木 木曜の森川医師は、偶数週の午後2時～4時

森川 （交代制）※ ※はヘルニア外来（午後のみ）
（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本
整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 勝見 永井 永井 勝見 《初診は完全紹介状制》

小川 嶺 嶺 小川 水曜は初診のみ（紹介状制）
村上 加藤 （交代制） 村上 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 坂本 園田 水曜は初診のみ
野田 諸岡 （交代制） 野田 諸岡 火曜の諸岡医師、木曜の野田医師は再診のみ

形 成 外 科 《平川正彦》 平川 平川 平川
（休診）

平川 《初診は完全紹介状制》
赤石 赤石 赤石 赤石

泌 尿 器 科 《後藤博一》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤
小野寺 久金 森

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～2時
産 婦 人 科 《鈴木康之》 初診 岸本 伊藤 鈴木 矢田 松木 《婦人科初診は完全紹介状制》

矢田 岸本 伊藤 岸本 鈴木 ←婦人科再診
松木 矢田 東堂 鈴木 伊藤 ←妊婦健診

（ 不 妊 症 ）
女性専用の外来

鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 受付は午前8時～9時
（婦人科疾患） 廣中 金山／榛葉 受付は午後1時～2時
眼 科 《藤谷暢子》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺
耳 鼻 咽 喉 科 《重田泰史》 黒田 （交代制） 黒田 倉島 （交代制） 火曜・金曜は初診のみ

重田 倉島 重田
倉島 重田 黒田

皮 膚 科 《津嶋友央》 津嶋 津嶋 津嶋／栗原 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、栗原医師は偶数週
栗原 栗原 栗原 栗原

放 射 線 科 松井 松井 松井 松井 松井 《初診は完全紹介状制、完全予約制》
青木 小宮山 ←治療外来

歯科口腔外科 《勝山直彦》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山
井出 井出 井出 井出 井出
本間 本間 本間 本間 本間

小林／阿部
緩  和  ケ  ア  外  来 梶本／鳥巣 梶本医師は奇数週、鳥巣医師は偶数週《初診は完全紹介状制》

※都合により、内容が変更になることがあります。
※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

退任日：平成27年12月31日　　就任日：平成28年1月1日
診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

整形外科 池
イ ケ

田
ダ

　　淳
ジュン

嶺
ミ ネ

　　崇
タ カ

文
フ ミ

形成外科 山
ヤ マ

田
ダ

　啓
ケ イ

太
タ

赤
ア カ

石
イ シ

　　渉
ワタル

〃 永
ナ ガ

峯
ミ ネ

　佑
ユ ウ

二
ジ

勝
カ ツ

見
ミ

　俊
シュン

介
ス ケ

眼科 杉
ス ギ

山
ヤ マ

　　敦
アツシ

渡
ワ タ

辺
ナ ベ

　　勝
マサル

〃 原
ハ ラ

田
ダ

　直
ナ オ

毅
キ

小
オ

川
ガ ワ

　三
ミ

千
チ

代
ヨ

歯科研修医 神
カ ン

原
バ ラ

　優
ユ

美
ミ

－

●医師の人事異動について
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専門性の高い腎臓病治療を提供します

安全・安心な医療の提供を目指して

各科紹介
〜腎臓内科〜

所属紹介
〜医療安全対策室〜

腎臓内科は現在、笠井健司部長以下5名の医師が

所属しています。慢性腎臓病（CKD）、急性腎障

害、ネフローゼ症候群等の腎疾患だけでなく、高血

圧症、高尿酸血症、電解質異常等の疾患に対応して

います。

タンパク尿など検査の異常や腎機能の低下（糸

球体濾
ろ

過
か

量（GFR）60ml/min/1.73㎡未満）が3

か月以上続く場合をCKDといい、進行すると将来

的に人工透析が必要になる可能性があります。私達

はCKDの患者さんが透析にならないよう、早期発

見・早期治療を心掛け、必要に応じて腎組織の検査

(経皮的腎生検）を施行しています。

また、平成25年4月に富士市CKDネットワーク

が設立され、かかりつけ医と専門医が協力して一人

の患者さんを診療する仕組み（2人主治医制）が構

築されました。早期からの腎臓病に対する治療を開

始し、透析導入やCKDに多いとされる心血管病の

減少を目標に診療を行っています。

私たちは腎臓病診療の専門家として、タンパク尿

や血尿などのごく軽い症状から慢性腎不全、透析療

法に至るまで、患者さん一人ひとりに適切な医療を

提供できるよう努めています。

平成27年4月より医療安全対策室は院長直属の独

立した組織になりました。医師・看護師・薬剤師・

事務職員等（兼務含む）合計13名により、組織さ

れています。場所は、2階内科外来の奥になります。

主な業務としては、報告された医療安全関連レ

ポートをもとに職場を訪問し、状況確認と指導を

行っています。また集計したレポートの分析や事例

検討を行い、再発防止に努めています。

その他、年に2回全職員を対象にした医療安全に

関する研修会を開催しています。さらに、医療安全

推進週間には、職員から標語を募集し、医療安全意

識の高揚に努めています。今年度は「フルネーム 

聞いて確認 見て確認」を最優秀賞に選定し、昨年

11月下旬の一週間、職員のネームプレートに表示

し、啓発活動を行いました。

病院における医療安全は、職員のみでは困難な場

合があります。当院では、患者さんの誤認防止のた

め、様々な場面でお名前を名乗っていただいていま

す。また入院患者さんには、「ネームバンド」の装

着をお願いし、確認を行っています。医療安全の推

進に向け、今後とも患者さんのご協力をお願い致し

ます。

左より藤本俊成医師、遣田美貴医師、笠井健司部長、
高橋康人医師、山本和佳医師
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お　し　ら　せ

日　時  平成28年2月14日(日)　14:00開場　14:30開演
場　所  ロゼシアター 小ホール
座　長  小宮山貴史 先生
講　師  大西   　洋 先生　山梨大学医学部放射線医学講座 教授

 髙橋   　弘 先生　春日居サイバーナイフ･リハビリ病院 総院長

 佐藤　健吾 先生　日本赤十字社医療センター サイバーナイフセンター 医師

定　員  300名　入場無料（当日直接会場へ）

　平成28年4月から9月までの展示分について、下記のとおり申
し込みを受け付けます。
受付日  平成28年2月26日(金)　午前9時から午前9時30分まで

 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から月ごとに抽選を行います。

場　所  中央病院 2階応接室
持ち物  院内ギャラリー展示申込書

 ※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトでご確認ください。

　平成28年度富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」への広告を募集します。

　平成28年1月から、形成外科の診療体制を維持するため、紹介状制を導入することにいたしました。
　患者さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。

【がん治療最前線 切らずに治す放射線治療】

【院内ギャラリー展示申込みについて】

【病院だよりとウェブサイトの広告を募集します!】

【形成外科の「紹介状制」導入について】

第12回市民公開講座（春日居サイバーナイフ･リハビリ病院共催）

病院経営課 内線2222

病院経営課 内線2221

病院総務課 内線2216

●病院だより　　
掲載位置  最終ページ下部　
掲載料  1号につき1枠 30,000円(税込）
募集数  1号2枠
申し込み  平成28年2月5日(金)から

 2月29日(月)まで

●ウェブサイト　　
掲載位置  トップページ下部　
掲載料  1枠1か月 5,000円(税込）
募集数  6枠
申し込み  掲載希望月の1か月前まで

　　　　　（4月からの掲載は2月29日(月)まで）

富士市立中央病院 検索

応募多数の場合は、①通年契約、②複数号契
約、③第32号契約の順で受付順に審査します。

掲載期間は平成28年4月から平成29年3月
までの間で、原則3か月以上とします。

　　　　　　※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトでご確認ください。

富士市立中央病院診療部放射線科 非常勤医師
山梨大学医学部附属病院放射線科 医師

諦めない

がん治療!

◦形成外科の診察を初めて希望される患者さんは、まず近隣の医療機関を受診していただき、当院での検
　査や入院治療が必要と判断された場合、当院への紹介状により形成外科を受診してください。
◦紹介状をお持ちでない患者さんには、他院での受診をお願いしております。

初診に
ついて

富士市立中央病院 検索
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広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。
お問い合わせ：病院経営課　内線2221・2222

　お身体の不自由な患者さんや、不慣れな患者さんの介助や案内をしてくださるボラン
ティアスタッフを募集しています。年齢、性別、資格や経験は問いません。
　平日8時30分から11時まで、月に数日お願いしています。詳細につきましては医事課
までお気軽にお問い合わせください。　　　医事課　内線2105

総合相談センター ～こんな相談を受け付けています～ 

その他の病院内の相談は… 各種教室の紹介

出前講座のご紹介

●看護相談・がん相談・よろず相談　 内線2046 
患者さんとご家族が抱える様々な問題を共に考え、解決していくお手伝いをします。病気や治療のこと、退院後の生活に
対する不安など、専任の看護師がご相談に応じます。

●医療福祉相談(健診含む)　 内線2918 
患者さんの介護保険の利用、医療費などの心配、退院後の生活の準備、転院先案内など、医療ソーシャルワーカーがご相
談に応じます。
月曜日〜金曜日　8:30〜16:00　地域連携室内(1階正面玄関入って右側)

●お薬相談　お薬相談室(1階お薬渡し口隣り) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：薬剤科　 内線2126 
●栄養相談　栄養相談室(2階循環器科外来隣り) 
　月曜日～金曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：栄養科　  内線2146 
●検査に関する相談・血糖自己測定器の説明　中央検査相談室(2階) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：臨床検査科　 内線2267 
●フットケア相談(糖尿病患者さんの足のケア)　内科外来(2階) 
　第2・第4水・木曜日 13:30～15:30 
　お問い合わせ：内科外来　 内線2285 
●医療放射線被ばく相談　放射線被ばく相談室(1階) 
　火・木曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：中央放射線科　 内線2153 
●医療安全相談　医療安全相談室(2階内科外来奥) 
　月曜日～金曜日　8:30～17:00 
　お問い合わせ：医療安全対策室　 内線2259 

　患者さんとご家族を対象とした各種教室を開催していま
す。開催日・講義内容については中央病院にお問い合わせ
の上、お気軽にご参加ください。開催場所は、各教室いず
れも中央病院2階大会議室です。
●腎臓病教室　お問い合わせ：栄養科　 内線2146 
　日時：毎月第3火曜日　15:00～16:00
　第38期腎臓病教室スケジュール
　第4回 2/16、第5回 3/15、第6回 4/19
●ファミリークラス(バースクラス・ペアクラス)
　お問い合わせ：産婦人科外来　 内線2059 
　日時：毎月3回　13:00～15:00

　当院職員を学校・会社・町内会の集まり・医療施設等
へ派遣します。講座は全部で60メニュー、全て無料です。
ぜひご利用ください。
●詳細は当院ウェブサイトまで 
　http://www2.city.fuji.shizuoka.jp/~byoin/ 
　お問い合わせ：病院経営課　 内線2222 

　お身体の不自由な患者さんや、不慣れな患者さんの介助や案内をしてくださるボラン
ティアスタッフを募集しています。年齢、性別、資格や経験は問いません。
　平日8時30分から11時まで、月に数日お願いしています。詳細につきましては医事課
までお気軽にお問い合わせください。　　　医事課　内線2105

受付ボランティアさん募集中!受付ボランティアさん募集中!
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